
売り場に並んだ弘前産りんご
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　市は、平成２３年度から台湾の台
た い な ん し

南市と、りんごとアップルマンゴー

による果物交流をはじめ、商業、観光など様々な分野の交流を続けてお

り、台南市から紹介された台湾大手百貨店企業「遠
えんとおひゃっか

東百貨」の台南店

にて、りんごの販売促進キャンペーンを実施してきました。

　平成２７年度からは複数店舗で展開しており、今年度は遠東百貨の百

貨店１１店舗と高級スーパー７店舗の合計１８店舗で、１１月から約３

か月間にわたり「日本青森県弘前市文化物産フェア」という物産展を開

催し、りんごを中心とした物産品販売と観光ＰＲを行いました。

　櫻田市長は１１月１３日から１７日まで台湾を訪問し、台南市長への表敬訪問やフェ

ア４店舗のオープニングセレモニーへ出席してトップセールスを行い、弘前を強力に

ＰＲしました。

　会場では大勢の方がりんごなどを購入しており、多くのメディアに弘前のりんごや

物産品、ねぷたなどが取り上げられました。また、このフェアを市内関係団体の方々

と共に盛り上げたいと考え、経済団体や大学など５つの団体で訪問団を結成し、各店

舗を回って弘前を印象づけてきました。

　市では今後も、関係機関などと連携し、りんごの輸出拡大に向けた取り組みを続け

てまいります。

　弘前・岩木・相馬の各地域の認定農業者連絡協議会主催に

より、下記のとおり講演会が開催されます。

　皆様の参加をお待ちしています。

◆日時　２月１５日（金）

　　　　午後１時３０分～４時

◆場所　岩木文化センター「あそべーる」（賀田１丁目）

　市農業委員会（成田繁則会長）は、昨年１１月から１２月にかけて、市内

１０か所で地区研修会を開催しました。

　地区研修会は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の地区における連携

などを目的に定期的に開催していますが、今回は、農地の貸借や売買が増加

する時期を前に、「農地のあっせん」をテーマとして行われました。

　参加した委員は、業務の流れや書類作成の注意点などについて事務局職員

から説明を受け、あっせん手順の再確認をするとともに農地の受け手となる認定

農業者など担い手の把握など効果的なあっせんが行えるよう対応を確認していま

した。

◆内容　「今年の天候と農産物づくり」

　　　　　　講師　佐藤士郎氏

◆参加料　無料

　※駐車場に限りがありますので、できるだけ

　　乗り合わせのうえご来場ください｡

■問い合わせ先　岩木総合支所総務課農林係（岩木庁舎）

　　　　　　　　☎８２－１６２１

『台南市果物交流事業』

農産物づくり講演会

農業委員・農地利用最適化推進委員

連携地区研修会�《１４地区１０か所で開催》



　弘前産りんごを使ったクッキングとフリートークを楽し

みながら交流しませんか。　

◆日時　３月１０日（日）　午後４時～７時

◆場所　弘前文化センター「調理実習室」（下白銀町１９－４）

◆対象　おおむね２５歳～４５歳の独身者（女性は弘前市

　　　在住で農業に従事または農業を手伝いしている方な

　　　ど、男性は農業に関心のある方）

◆定員　男女各８人

◆参加料　１，５００円

◆講師　水嶋優子氏（栄養士）

◆メニュー　りんごドライカレー、りんごサラダ、りんご

　　　　　ゼリーなど

◆その他　エプロン・三角巾（バンダナなど）をご持参く

　　　　ださい。軽食・ソフトドリンク付です。

■問い合わせ・申込先　３月１日（金）までに、

　　　　　弘前市青年交流会実行委員会事務局

　　　　　（農業委員会農政係）へ。

　　　　　☎４０－７１０４

　　　　　メール：nougyou@city.hirosaki.lg.jp

■問い合わせ先　農業委員会農政係（市役所前川本館３階）　☎４０－７１０４

◆日時　２月２５日（月）～２７日（水）

　　　　午前１０時～１２時

　　　　午後１時３０分～３時３０分

◆場所　市りんご公園（清水富田）

　　　　「りんごの家」２階研修室・園地

◆内容　・りんごの剪定（実技あり）

　　　　・病害虫の防除

　　　　・りんごの品種などを予定。

◆講師　市りんご公園専任指導員　野呂昭司氏ほか

◆受講料　無料

◆定員　３０名（原則、３日間受講できる方で、事

　　　　　　　　前の申し込みが必要です。）

◆注意事項

　①筆記用具は持参してください。

　②剪定実技は野外で実施のため、防寒対策は各自

　　お願いします。

　③講座内容の日程は、天候などにより変更する場

　　合もあります。

■問い合わせ・申込先

　市りんご公園　☎３６－７４３９

　近年、アライグマによる農作物などへの被害が急増していま

す。市では、アライグマの生態や対応などをより多くの方に理

解していただくために、「アライグマ被害防除対策講習会」を

開催します。参加を希望する方は、下記へ申し込みください。

◆日時　２月２１日（木）１０時～正午（受付９時３０分）

◆場所　弘前市民会館「中会議室」（下白銀町１－６）

◆内容　アライグマの生態や被害防除、捕獲方法など。

　　　　受講した方は狩猟免許の資格がなくてもアライグマの

　　　捕獲ができるようになります。

◆受講料　無料

◆申込締切　２月１８日（月）

■問い合わせ・申込先

　　　　　農業政策課農産係（市役所前川本館３階）

　　　　　☎３５－１１１１内線５８５

農 業 ひ ろ さ き（２） ２０１９年（平成３１年）２月１日第１５６号

平成３０年度りんご栽培講座

平成３１年度経営所得安定対策等に係る説明会

平成３１年産米の生産数量目標について

　弘前市の平成３１年産米の生産目標は１６，８９４トン（前年差

なし）です。

　米の需給及び価格の安定のためには、皆様一人ひとりのご協力が

不可欠となりますので、本年も引き続き需要に応じた米の生産にご

協力をお願いいたします。
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経営移譲したら申告名義の変更も！
　農業所得の申告時期が近づいてきました。後継者へ農業経営を移譲し､経営移譲年金を受給している方は､

農業所得に係る申告を後継者名義で行う必要があります。（※老齢年金の場合不要）

　受給者の名義で申告した場合、経営移譲年金が支給停止となりますので、確認の上で申告してください。

　経営所得安定対策等に係る説明会を下記の日程で行います。

　水田活用の直接支払交付金での市段階助成対象作物に変更があり

ますので、皆様ご参加のうえ、魅力ある産地づくりに向けた作付けに

取り組みましょう。

説　　明　　会　　日　　程

日　　時 午前（１０：００～１１：００） 午後（１４：００～１５：００）

２月１９日(火) つがる弘前農協本店３階ホール つがる弘前農協北支店２階会議室

２月２０日(水) つがる弘前農協西支店２階会議室 つがる弘前農協東支店２階会議室

２月２１日(木) つがる弘前農協岩木支店２階会議室 東目屋公民館会議室

２月２２日(金) 津軽みらい農協石川支店２階大会議室 相馬村農協本所２階和室

アライグマ被害防除対策講習会の開催

■問い合わせ先　農業政策課水田対策係（市役所前川本館３階）

　　　　　　　　☎４０－７１０４



　市では、農業者が農作業の省力化・効率化を図るために行う、農業機械の導入や、荷捌き場、作業道整備などほ場の一部を

コンクリート化するためにかかる経費の一部を支援いたします。

◆補助対象者　　　　　　　　　　　　　 ◆支援事業

　市内農業者で、平成３１年度末までに、

認定農業者、認定新規就農者、人・農地

プランに位置づけられている中心経営体、

農業共済・収入保険制度加入者のいずれ

かに該当していること。

◆公募期間

　　２月１日（金）～３月１日（金）

　※印章（認印可）、参考見積書に加え、

　（１）は機械の性能などが分かるカタログ、（２）は実施場所の位置が分かる図面をお持ちください。

◆その他　応募者多数の場合は、（１）（２）の事業ごとに抽選となりますが、平成３０年度の本事業や、平成２８～３０年度

　　　　に国・県の補助を受けたことがない方を優先します。

　※この制度に関する予算については、平成３１年３月に行われる第１回定例市議会で審議されます。

　　予算案の可決をもって制度を実施します。

■問い合わせ・申込先　農業政策課（市役所前川本館３階）

　　　　　　　　　　　支援事業（１）については　農業振興係　☎４０－０７６７

　　　　　　　　　　　支援事業（２）については　計画推進係　☎４０－０６５６

　市では、りんごや特産果樹の改植事業（平成３１年春・秋植え

分）の実施受付を行っています。補助事業の活用をお考えの方は

下記期間内に申し込みください。

◆申込期間　２月１日（金）～２月１４日（木）

　※事業内容の詳細は、農業ひろさき１月号をご覧ください。

■問い合わせ・申込先

　りんご課生産振興係（市役所前川本館３階）☎４０―７１０５

（１）農業機械導入支援事業 （２）集出荷環境整備支援事業

対 象 経 費
農業経営に要する機械の導入に
かかる経費

荷捌き場や作業道の整備にか
かる、ほ場の一部コンクリート
化に必要な経費

補助金の額 導入経費の１／３（上限５０万円）施工費の１／３（上限２３万円）

そ の 他
汎用性の高い機械は対象外となり
ます。
例）トラック、パソコンなど

施工規模によっては、事業着手前
に農地の用途変更などにかかる手
続きが必要となります。

農 業 ひ ろ さ き （３）第１５６号２０１９年（平成３１年）２月１日

開催場所拡大！！りんご生産者向け
トレーニング教室 りんご・りんご加工品輸出セミナー開催
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平成３１年度農作業省力化・効率化緊急対策事業費補助金の公募開始

　市では、りんご生産者の方の健康増進を目的として、市内２

会場でトレーニング教室を実施しています。

　楽しく体を動かして、春の農作業に向けて心身のリフレッシ

ュを図りましょう。

会　　場
星と森のロマントピア
森林科学館内（水木在家字桜井）

温水プール石川
健康ルーム（小金崎字村元）

開催期間 ２月１日～３月３１日

日　　時
※いずれも　
　１時間程度

毎週月・水・金曜日
　①午後５時３０分～
　②午後６時３０分～
毎週日曜日
　①午後３時～/②午後４時～

毎週火・木曜日
　①午後５時３０分～
　②午後６時３０分～
※３/２１（木）はお休み。

内　　容
筋肉・体幹トレーニング、マ
シンによるパワーリハビリテ
ーション、ダンスなど

マシンによる筋力トレーニン
グと、有酸素運動を交互に行
うサーキットトレーニングなど

対　　象 　　りんご産業に携わる５０歳以上の市民

持 ち 物 　　動きやすい服装、内履き、飲み物、汗拭きタオルなど

参 加 料 　　無料　※事前の申込みが必要です。

問い合わせ・
　　　申込先

スポネット弘前
☎８４－２２３６（会場直通）

弘前市体育協会
☎４９－７０８１（会場直通）

※この教室は、弘前市りんご生産者活躍継続支援事業として実施しています。

　りんごやりんご加工品を輸出するための知識やノウ

ハウについて、学べるセミナー（全２回、輸出経験不問）

を開催します。

　第１回では、貿易の基礎知識、第２回ではりんご輸出

の事例などについての講演を予定しています。

　輸出に興味のある方は、ぜひご参加ください。

第１回　「貿易の基礎知識講座」

◆日時　２月５日（火）午後２時～４時１０分

◆内容　第１部：講演『りんご・加工品の輸出概況と貿

　　　　易の基礎知識』

　　　　第２部：講師を交えた意見交換

◆講師　日本貿易振興機構（ジェトロ）

　　　　青森貿易情報センター 係長　中村祐貴氏

第２回　「りんご輸出入門講座」

◆日時　２月６日（水）午後２時～４時１０分

◆内容　第１部：講演『個人農家でも出来る輸出の方法』

　　　　第２部：講師を交えた意見交換

◆講師　岩渕農園　代表 岩渕 聖氏

　　　　 ～　共 通 事 項　～

◆場所　弘前市役所前川新館６階「大会議室」

◆定員　各回２０名

◆受講料　無料

◆申込締切　２月４日（月）※当日参加も可能ですが、

　　　　　人数把握のため、事前申し込みいただきます

　　　　　ようお願いします。

■問い合わせ・申込先

　　　　　りんご課販売促進係（市役所前川本館３階）

　　　　　☎４０―７１０５　ＦＡＸ３８－５８７０

りんご園等改植事業（平成３１年春・秋植え分）



食と農を
楽しむイベント
　農村女性と消費者が一堂に集まり、お互いの活動や生活技

術などを交換する発表展を開催します。

　皆様のご来場をお待ちしています。

◆日時　２月２０日（水）

　　　　午前１１時～午後２時３０分

◆場所　ヒロロ３階（駅前町）

　　　　イベントスペース

◆内容　テーマ「食酢で元気で～す」

　（１）生活改善グループ員などによる料理の紹介

　　　　・食酢を活用した料理の展示及び実演・試食

　（２）農村のくらしを楽しむ活動展示（参加団体の活動

　　　　展示・加工品紹介）

　（３）講演「“りんご酢”のお話」

　　　　講師：カネショウ株式会社　櫛引英揮氏、葛西明子氏

（昨年の様子）

■問い合わせ先　中南地域県民局地域農林水産部農業普及

　　　　　　　　振興室　☎３３－４８２１（担当：小松）

展示料理に見入る来場者
発酵食品活用料理の実演

第４４回生活技術発表展

農 業 ひ ろ さ き（４） 第１５６号 ２０１９年（平成３１年）２月１日

■取扱窓口及び問い合わせ先

①農業委員会農地係（市役所前川本館３階）☎４０−７１０４　　　　　

②農業委員会岩木分室（岩木庁舎１階）☎８２−３１１１内線６１１

③農業委員会相馬分室（相馬庁舎１階）☎８４−２１１１内線８０５

農地流動化情報
申出
区分

整理
番号

農地の所在
現況
地目

利用
状況

面積 希望価格 備考

売り
たい

929
大沢字寺ケ沢

２９−１
畑 休耕 22.55a 交渉次第 貸借も可

930
大沢字下山ケ田

１１−３外３筆
畑 休耕 20.05a 交渉次第 貸借も可

931
清野袋二丁目

５−３５
畑 休耕 0.70a 交渉次第 貸借も可

932
清野袋二丁目

３−１６外１筆
畑 休耕 3.95a 交渉次第

934
新岡字薬師２０−２

外３筆
畑
田

りんご
水稲

72.11a 交渉次第 貸借も可

935 新岡字薬師６４ 畑 りんご 2.54a 交渉次第 貸借も可

936 新岡字薬師７１ 畑 野菜 2.97a 交渉次第 貸借も可

937
新岡字外の沢

１１２−９
畑 休耕 18.10a 交渉次第 貸借も可

938
百沢字東岩木山

１５８４
畑 休耕 26.32a 交渉次第 貸借も可

939
百沢字東岩木山

１６５６
畑 休耕 30.54a 交渉次第 貸借も可

941 八幡字古喜田３３ 畑 野菜 3.03a 交渉次第

貸借も可
１０a当たり
１０，０００円〜
１２，０００円

貸し
たい

940
百沢字東岩木山

２９８−１
畑 休耕 19.09a

１０a当たり
４，０００円

このほかの情報もありますのでお問い合わせください。

　市で実施中の健診・ドックの終了日

が近づいています。

　健診の目的は、体の異常の「早期発

見・早期治療」と、健診結果を今後の

「健康づくりのものさし」にすること

です。

　定期的に通院している方の中には

「健診を受けなくても大丈夫」と思っ

ている方がいるかもしれません。

　しかし、持病に関する検査は行って

いても、健診と同様の検査は実施して

いないことがあります。

　病気の芽は思わぬところに潜んでい

ます。

　通院中の方もそうでない方も、年に

１回は健診を受けましょう。

健　診　名 対　　　象 料　　　　　金 実施期間

国 保 特 定 健 診 ・
後期高齢者の健診

国民健康保険に加入
している４０歳以上
の人または後期高齢
者医療制度に加入し
ている人

無　料（健診には約１万円の費
用がかかりますが、受診券を使
用することで年度内１回に限り､
無料で受診できます）

３月１５日
まで

国 保 人 間 ド ッ ク

次のいずれにも該当
する人

〇国民健康保険に加
入している４０歳以
上の人
〇国民健康保険料の
滞納が無い世帯の人

４，０００円（年度内１回。国保
特定健診が含まれ、同時受診と
なります。また、検診内容や年
齢により自己負担額が増減する
ことがあります）

国 保 脳 ド ッ ク
５，０００円（年度内１回。国保
特定健診または国保人間ドック
とは別に受診できます） ３月３１日

まで
後 期 高 齢 者
の 歯 科 健 診

後期高齢者医療制度
に加入している人

無　料（年度内１回。受診券は
ありませんので、被保険者証を
持参してください）

■ 問 い 合 わ せ 先

【国保特定健診・国保人間ドック・国保脳ドック】

国保年金課国保運営係　☎３５－１１１６

【後期高齢者の健診・後期高齢者の歯科健診】

国保年金課後期高齢者医療係　☎４０－７０４６

みなさん、健診はお済みですか？ 早めの受診をお願いします


